様式第１号（第５条関係）
　　　年　　月　　日

ひがしまつやまプライド認定申請書

東松山市長　宛て

所在地又は住所
商号又は名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当事業所
担当者名
電話番号
E-mail


　下記の製品等（以下「申請品」という。）についてひがしまつやまプライドの認定を受けたいので、ひがしまつやまプライド認定制度要綱第５条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

１　申請品の名称と部門
	ふりがな
	

	申請品名
	

	部　　門
該当する項目に✔を記入
	· 食品部門　　　　　　　□　工芸・芸術部門




２　添付書類
　　⑴ひがしまつやまプライド認定（更新）に係る誓約書（様式第２号）
　　⑵申請品に関する書類（パンフレット、カタログ、写真等）
　　⑶その他市長が必要と認める書類

３　申請品に関する情報
⑴申請品の基本情報と目標
	申請品の品目
	内容を示す一般的な名称を記入してください(例：ゼリー、ジュース、煎餅、ボールペン、扇子 など)

	販売単価（税抜き）
	１パック●個入りで●●円、1個●円、1袋●枚入りで●●円など



	年間販売可能数量
	

	販売を始めた時期
	　　　　　年　　　　月

	販売可能時期
（該当する項目に✔を記入）
	☐通年
	

	
	☐期間限定
	期間：　　　　　　月　　～　　　　　月頃
理由：




	申請品の規格
（内容量・重量・大きさなど）
	(例：グラム、リットル、タテｃｍ×ヨコｃｍ など)

	贈答用の包装等
（包装の形態・素材など）
	(例：箱型包装・外包装はコート紙素材、袋包装・透明バリアフィルム素材　 など)

	賞味期限、消費期限又は使用期限
	(例：賞味期限は製造日から１か月間　など)

	販売時注意点
	(例：冷蔵庫に保管し販売、直射日光を避けて日陰で保管し販売　など)

	販売額※1
（直近の１年間）
	販売額　　　　　　　　　　　円
	　　　年　　月　～　　年　　月

	生産・製造・加工等の拠点の所在地
（区市町村まで記入）
	

	【食品部門のみ記入】
原材料

	主な原材料名（それぞれの産地に〇）

①　　　　　　　　　　　　　　　　（産地：　市内・県内・国内・国外　）

②　　　　　　　　　　　　　　　　（産地：　市内・県内・国内・国外　）

③　　　　　　　　　　　　　　　　（産地：　市内・県内・国内・国外　）

④　　　　　　　　　　　　　　　　（産地：　市内・県内・国内・国外　）

⑤　　　　　　　　　　　　　　　　（産地：　市内・県内・国内・国外　）

	
	その他（代表的なものを記入してください。）

	販売店舗数
	市内　　　　　　　箇所　　　　市外　　　　　　　箇所

	通信販売の有無
（該当する項目に✔を記入）
	□あり　→
	受付方法　　□店舗　□電話　□インターネット（メール・SNS等含む）

	
	□なし
	

	売上割合
	店舗販売　　　　　　％　　　　通信販売　　　　　　％

	２年後の目標値及び基準値
	【目標設定項目】設定するものに〇
売上　・　生産数　・　受賞数　・　発表会・展覧会数　・
教室等開催数　・　販売箇所数（ネット販売を含む）
その他（　　　　　　　　　　　　　）

	
	【２年後の目標数値（年間）】

	
	【基準になる直近１年間の実績数値】
※売上・生産数を目標に設定する場合は、※１の販売額を基準値とするため記入不要。



⑵認定基準への適合性についての説明　※審査に係る重要な情報です。
ア）地域性・東松山らしさについて
　申請品に東松山市の自然、歴史、伝統、文化等に根ざした話題性や物語性があれば記入してください。
	











イ）独自性・希少性について
1 第三者の認定する資格、表彰歴、特許、実用新案等の有無を記入してください（証書の写しも併せて提出してください。）。
	












2 類似商品と差別化を図る独自の工夫、製造、加工時における技術、技法等の優位性、その他セールスポイント等があれば記入してください。
	












ウ）信頼性・安全性について
申請品の信頼性・安全性を確保するための取組（原材料・素材の選定、作業方法、検品）について、具体的に記入してください。
	











エ）市場性・将来性
安定的な生産・販売を継続する上で工夫していることや、今後販路開拓や認知度向上などのための取組を検討している場合は、その方法を具体的に記入してください。
	安定的な生産・販売継続の工夫
	







	販路開拓・認知度向上の取組
	











オ）連携・協力体制について
①　市・商工会・観光協会に協力し、イベントに積極的に出店できますか（現地販売できないものは見本等を置いての予約販売も含む。）。できる場合は、出店方法や条件を記入してください。
	出店可否と
その内容
	⑴～⑶のいずれかに〇をして具体的な内容を記入してください。

⑴できる　　　⑵少しできる　　　⑶できない

⑴又は⑵と回答した方
具体的な出店方法を記入してください。
例）必要なものを持参し出店可、冷蔵庫等が借りられれば出店可、パンフレットでの予約受付可






⑶と回答した方
　理由を記入してください。








②　認定品やひがしまつやまプライド制度についてのＰＲ方法を記入してください。
	(例：店内チラシ設置、ホームページでひがしまつやまプライド制度を紹介、SNSで情報発信　など)










③　これまでに協力したことがある市の事業やイベントがあれば具体的に記入してください。
	(例：●年●月■■で、市主催の▲▲イベントに出店した。ふるさと納税返礼品として商品を●年●月から提供している。　など)







カ）その他
　　商品を開発するに至った経緯や商品への熱意・こだわりや、ひがしまつやまプライド認定に向けた
意気込みなどについて記入してください。
	



































※申請に当たっては、必ず本申請書の写しをお手元に保管してください。更新申請時に
必要となります。
